
各務原市の文化振興のあり方 

（１）「ふれる」 身近に文化にふれることができる環境をつくる 
 ①文化芸術を気軽に親しむことができる機会の充実 
 ②質の高い文化芸術の鑑賞機会の提供 
 ③情報提供の充実 
（２）「つたえる」 伝統文化を将来にわたって守りつたえる 
 ①文化財資料の展示の充実 
 ②市所蔵美術品展示の充実 
（３）「はぐくむ」 文化への関心や活動を活発化させる 
 ①学びの機会の充実 
 ②子どもが文化芸術に親しむ機会の充実 
 ③特色ある文化芸術事業の推進 
 ④文化芸術活動の成果を表現する場の充実 
（４）「いかす」文化の持つ力を活かして地域を活性化させる 
 ①市民との協働によるまちづくりの推進 

・多様な分野を扱う行政の強みを活かし、 
 各分野との連携を図りながら取り組む。 

【基本的な方向性】 

【推進体制】 

・市の方針や取り組み、地域特性に応じた 
 生涯学習講座を各ライフデザイン 
 センターにて戦略的に実施する体制を 
  整える。 

【概要】 
◆将来都市像「笑顔があふれる元気なまち～しあわせ実感かかみがはら」を目指し、「誇り」・「やさしさ」・「活力」の３つの 
 基本理念のもとまちづくりを推進している。 
◆文化については、生きがいづくりや、つながりづくりといった人々の生活の質に関わる重要な要素として捉えられつつある。 
◆地域における誇りや愛着を高めたり、観光資源として活用するなど、文化資源の持つ力を多様な分野に活用し、地域の活 
 力に結びつけることが求められるようになっている。 
◆文化芸術分野に生涯学習分野などの近接領域を含めた幅広い視点から、市民アンケート結果などを踏まえ、市の文化 
 振興の基本的な考え方や基本的な方向性、推進体制などを総合的に検討した。 


